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2012年9月23〜27日に、スペ

イン領カナリア諸島グランカナリア

島において ”XIth International 

Conference on Goats” （第11回国際

ヤギ会議）”Industrial and rural 
activities in the goat sector including 
science, innovation and development” 

（テーマ：ヤギ部門における科学、

技術革新、開発を含む産業および農

村活動）が開催されました。カナリ

ア諸島は、アフリカ大陸北西に位置

する火山島で、ヨーロッパ人がこよ

なく愛するリゾート地です。会場と

なった都市ラスパルマスのクリステ

ィーナホテル（Hotel Sercotel 

Cristina Las Palmas）は、燦々と輝く

太陽の下、長く続くビーチの一端に

あり、会期中の休憩時間にリゾート

気分を味わう絶好のロケーションで

した。 

  今回の会議には、世界の50カ国

から約400人の参加があり、そのう

ちスペインからの参加者がわずか

20％ということだったので、いか

に国際的な会議であったかというこ

とが分かります。日本からは６名の

参加がありました。国際学会は、世

界中の研究者がそれぞれの研究成果

を発表し、交流する場であることは

もちろんですが、同時に同じ国や地

域からの参加者との連携を深める場

でもあります。今回の会議でも世界

各国の研究者と知り合いになると共

に、日本からの参加者が何度か一緒

に食事をし、今後の日本のヤギ産業

の発展のために我々ができることに

ついて話し合う機会を持ちました。

また、世界的に有名なマレーシアの

ヤギ研究者、デベンドラ先生が日本

人研究者を集めて「日本のヤギ産業

を発展させ、アジア諸国が連携して

世界へ発信しましょう」と激励して

くださり、大変ありがたく感じまし

た。 

【学術関連プログラム】 

      さて、本筋の研究発表は、栄養、

繁殖、生理、病理、遺伝育種、生産

物加工、農業経済の７分野から、基

調講演を含む招待講演が 19 演題、

口頭発表が 72 演題、ポスター発表

が 328 演題あり、いずれも厳選され

た研究内容でした。日本からは栄養

分野で、東京農業大学講師林田先生

の「ブラジル半乾燥地の粗放的放牧ヤ
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ギが乾季に採食した植物のミネラル含

量」、経済分野で日本大学小林教授

の「日本における山羊の新しい活用

法－耕作放棄地再生と動物介在活

動」名城大学林准教授の「山羊放牧

が野草除去、土壌成分および山羊の血

漿中代謝物に及ぼす影響」（発表

順）の３題の発表があり、日本人と

してはアメリカヤギ研究所の塚原さ

んが「自動給餌システムを用いたボ

ア種の飼料摂取量、成長および行動

に影響を及ぼす要因」と「電気線を

用いた柵内でヤギの行動に影響を及

ぼす要因」を発表しました。 

この会議では、口頭発表の

質疑応答だけでなく、ポスター発表

に対する討論の場が設けられ、活発

な意見交換が行われました。この試

みは、すべてのポスターの内容を把

握しなくてはならなかった議長の先

生方にとっては大変なご苦労だった

と思いますが、参加者にとっては各

発表内容の理解が深められると共に、

それぞれの研究分野の潮流が把握で

き、大変有意義でした。 

また、これら研究発表とは

別に、４つのテーマ（１）山岳地と

孤島におけるヤギ生産発展に立ちは

だかる地域特有の問題点（２）ヤギ

の衛生管理（３）ヤギ生産農家に対

する技術普及と研修：方法、組織作

り、主要なテーマと問題点（４）ヤ

ギ・ヒツジ生産にふさわしい新技術

について、ラウンドテーブル討論会

が開催され、発表者だけでなく参加

者にも発言の機会が多く与えられま

した。どの会場へ行こうか、毎時間

迷うほどの充実した内容でした。 

【イベントとアクティビティー】 

  朝８時に始まるこれら学術関係

の活動が午後８時まで続くと、夜は

夜で初日の歓迎会、２日目には交流

スポーツ大会（ビーチバレーとサッ

カー）、３日目の懇親会と、夜遅く

までイベントも盛り沢山で、国も研

究分野も全く異なる参加者との交流

が深まりました。ちなみにスポーツ

大会では、ラングストン大学チーム

がビーチバレーに参戦し、参加３チ

ームの中で３位でした。それでも大

会委員長のデベンドラ先生から全員

に銅メダルが授与されました。 

体力的にはなかなか厳しい

ものもありましたが、スペインらし

くお昼の休憩が１時間半あり、部屋

に戻って仮眠を取ったり、会場から

徒歩１分のビーチでくつろいだり、

皆さん、気分転換を図って楽しんで

いたようです。 

【スタディーツアー】 

最終日には２グループに分

かれての研修旅行がありました。そ

れぞれのコースは〔南コース〕ラス

パルマス近郊のヤギおよびヤギチー

ズ生産農家訪問、〔北コース〕グラ

ンカナリア島ラスパルマス大学獣医

学部見学、ヤギとヒツジの品評会、

植物園にて飼料作物の見学という内

容でした。いずれのツアーでも

Salto del Pastor（ヤギ飼いのジャン

プ）という伝統技能が披露されまし

た（別コラムに詳細記事）。 

 

      ☆南コースでは、カナリア諸島

特産のマホレロチーズ生産農家を２

軒訪問しました。ちなみに、カナリ

ア諸島の面積は、７島あわせて約

7,447km2（熊本県より少し大きい程

度）ですが、23 万頭余りのヤギが

飼養されています。そして乳生産全

体のの 73％をヤギ乳が占め、373 軒

のチーズ生産者が年間 12 トンのヤ

ギチーズを生産しているそうです。

また、生産者の 95%以上（356 軒）

は、家族経営の小規模生産農家だと

いうことでした。グランカナリア島

で生産される主なチーズは、マホレ

ラヤギと

いう品種

から生産

される乳

で作られ

たケソ・

マホレロ

という DOP（原産地名称保護制

度）認定チーズです。訪問した農家

では、パプリカの粉をまぶして熟成

したタイプのチーズを作っていまし

た。まろやかだけれどしっかりした

味わいの、とても食べやすいチーズ

で、臭みは全く感じませんでした。 

「小規模」という２軒の農

家は、それぞれ数百頭の搾乳ヤギを

飼養していて、ヤギ舎に隣接する小

さな工房でチーズを製造していまし

た。毎朝一回搾乳でチーズを生産し、

熟成段階ごとに販売していくとのこ

とでした。また、昨年来の大干ばつ

で、飼料作物が育たず、輸入乾草が

高騰しているとのことで、ヤギたち

は、全く草の無い運動場に放牧され、

飼料は主にとうもろこし、高価なア

ルファルファ乾草は、ふりかけ程度

にしか給与されていませんでした。 

討論会の様子 

歓迎会にて。左から東京学芸大学苗川先生、

デベンドラ先生、ラングストン大学塚原さん、東京

農業大学林田先生、日本大学小林先生 

ケソ・マホレロ 

放牧（運動）中のマホレロヤギ 
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飼養面で特に興味深かった

のは、子ヤギが母ヤギからお乳を飲

まないように、くつわのようなもの

をはめられていることでした。この

地域では、伝統的に用いられている

くつわだそうで、水を飲んだりえさ

を食べたりするには問題が無いとい

うことでした。 

さて、お待ちかねのランチ

では、この農家で生産されたチーズ

のほか、

ヤギ肉の

シチュー

が振る舞

われまし

た。午後

からは

Agüimes という町の歴史地区を散策

しました。 

     ☆北コースで訪れたラスパル

マス大学では、カナリア諸島と大学

の概要について説明を受けました。

カナリア諸島には７つの島があるの

で、州旗や紋章には、７つの三角形

を２頭の犬（canis）が挟むように

描かれています。犬は州都のある２

つの島を表すそうです。大学では留

学生 650 人を含む２万３千人余りの

学生が学んでおり、スタッフは

1600 人いるとのことでした。実

験・実習に力を入れているようで、

10 室程度の実験室で学生実験を見

学しました。実験室は整頓され、普

段から学生が実験機械や器具を使用

しているようでしたが、この日は特

に私たち外国人に見せるためにセッ

ティングしてくれていたのかもしれ

ません。魚の解剖や乳製品製造を行

う様子も見られました。 

農場が校舎のすぐそばにあ

り、防疫のため靴に袋をかぶせてか

ら入りました。数種類の緬山羊が品

種ごとに分けられ、乾草、ビートパ

ルプ、アルファルファペレット、ト

ウモロコシ穀実のような購入飼料が

給与されていました。ミルキングパ

ーラーは６頭ダブルの対尻式で外側

に飼槽が設置されていました。搾乳

中ではありませんでしたが、乳の流

れが見えるようにミルカーに水を流

入させてありました。 

その後、果樹園を見ながら

学内を歩き、緬山羊（マホレラヤギ、

チネルフェーニャヤギ、パルメラヤ

ギ、カナリアヒツジ、カナリアヘア

ヒツジ）の展示場へ行きました。展

示場にはカナリア諸島の伝統工芸品

も展示され、チーズや皮革製品、籠

などが販売されていました。 

 

ランチでは、崖に立つレス

トランの風の強いテラスで海の幸を

楽しみました。それから植物園へ移

動しましたが、雨のため見学を中止

し、予定より早くホテルに戻りまし

た。 

【さいごに】 

帰りの飛行機が故障して、

帰路が長旅になってしまった参加者

も多かったようでしたが、なかなか

行くチャンスのない素敵なリゾート

地で、世界中のヤギ好きさんたちに

会い、語らい、一緒に過ごしたのは

とても楽しい時間でした。次回は

2016 年、トルコ

の南西部、アンタ

ルヤでの開催です。 

 

ヤギチーズ官能評価ワークショップ開催 

IGA では、国際ヤギ会議において、

ヤギチーズの官能評価ワークショッ

プを開催しました。近年、食品の官

能試験がさまざまな手法で行われて

います。学術論文で用いられている

方法では、官能評価パネリスト選定

スクリーニングという試験に合格し、

さらに一定時間の研修を受講したパ

ネリストたちが、食品の味を評価し

ます。この評価結果は、信頼の置け

るものではありますが、一方で必ず

しも一般消費者の評価とは一致しな

いという問題もあります。このワー

クショップでは、世界各国でヤギ乳

をテーマとしている研究者を招待し、

ヤギ乳製品の各国事情について発表

してもらうと共に、実際の官能評価

手法を参加者に体験してもらい、官

能評価法の統一した認識を持っても

らうことが狙いです。 

本ワークショップを率いたのは、スペインの

Dr. Fresno と Dr. Alvares、招待講演者

として、アメリカの Dr. Park、ブラジルの Dr. 

Queiroga、エジプトの Dr. Aboul-Naga、

ノルウェーの Dr. Ådnøy、ハンガリーの Dr. 

Kukovics、トルコの Dr. Koluman と、日

本からは、塚原さんが日本のヤギ乳生産

およびヤギ乳製品の現状と京都大学の

学生を対象として行ったヤギチーズ官能

試験の結果を発表しました。 

ワークショップでは、官能評価を視

覚、触覚、聴覚、臭覚、味覚の５つ

の感覚について、それぞれの評価基

準について習いました。実際に試食

したのは、ケソ･マホレロ（マホレ

ラヤギの乳で作られたチーズ：写真

左上）、ケソ･パルメロ（ラ･パルマ

島のパルメラヤギの乳で作られたス
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モークチーズ：写真右下）、ケソ･

フロール･デ･ギア（ヒツジ乳を

60%以上含有する白カビタイプのチ

ーズ：写真左下）の３種でした。 

官能評価後の意見交換では、さまざ

まな味の感想が飛び交いました。ヤ

ギ好きさんが集まっているので、多

少のバイアスはかかっていると思い

ますが、ケソ･フロール･デ･ギアは、

強い刺激臭と苦味があり、「食べら

れない」という人が多くいました。

世界各国からの約 50 人が官能評価

を行いましたが、全体的にマイルド

なチーズが好まれているようでした。 

IFAD セミナー 

国際ヤギ会議では、特別セ

ミナーとして IFAD（農業開発国際

基金）と IGA（国際ヤギ協会）の共

同プロジェクト評価検討会が行われ

ました。IFAD は、2015 年までに達

成すべきミレニアム開発目標に向け、

開発途上地域の貧困農民救済のため

のヤギを利用したプロジェクトを助

成しており、IGA をパートナーとし

て運営を行っています。セミナーで

は、IFAD のロタ氏が貧困層におけ

るヤギの有用性を示唆し、マレーシ

アのデベンドラ博士が開発途上国に

おける貧困削減のためのヤギプロジ

ェクトを成功に導く鍵となる要因を

体系的に示し、前 IGA 会長のドゥ

ベウフ博士がこれまでのヤギプロジ

ェクトについての事例報告を行いま

した。 

セミナー後半では、参加者

が３つのグループに分かれ、乳生産、

肉生産、毛･皮革生産プロジェクト

を運営する場合の、新しいアイディ

アや必須条件などについて、各国の

事例を示しながら、意見交換を行い

ました。共通の見解として、最低限

のインフラストラクチャーがあるこ

と、需要と流通手段の確立、生産者

の目標とやる気がしっかりしている

こと、政府や地方自治体のサポート、

NGO・NPO、研究機関 による技術

的支援などが挙げられました。

Salto del Pastor 
～ヤギ飼いたちのジャンプ～ 

火山島のカナリア諸島、島の多くの部分がゴツ

ゴツとした急斜面です。そんな地形でも適応で

きるヤギは、古くからカナリア諸島の人々に飼

養されてきました。グアンチェと呼ばれる先住民

族は、ヤギたちを急な斜面の山に放牧し、安

全に下山するために、Salto del Pastor と呼ば

れる技能を身につけたそうです。この伝統的な

技能は現在も受け継がれていて、単にレジャ

ーやスポーツとして楽しむ人もいるそうです。そ

の技能とは、ガロテと呼ばれる３m ほどの棹の

先端に尖った金属をつけた槍のような棒を利

用し、金属部を岩の表面に突き刺し、逆の端

から棒を手で滑り降りるように山を下るので

す。ガロテは、下へ行くほど直径が太くなってい

て、握りの抵抗を生み、それがブレーキの役割

を果たすのだということでした。言葉で説明する

とわかりにくいのですが、実際にスタディーツアー

で、ヤギ飼い達がガロテを見事に操って、瞬く

間に急斜面を下ってくる姿を見学したときに

は、口をぽかんと開けて見入ってしまいました。

ヤギ飼いならではの技能です。 

↑３人のヤギ飼い達が実際に

急斜面を降りて来るところ（超

拡大すると写真中上部に見え

るかも･･･？）。 

〔おまけ：国際ヤギ会議のお土産〕  

今回の国際ヤギ会議の参加費は、€420（早割€3 50、学生€120、

開発途上国からの参加者€240）でした。一般に、大きな学会では、

参加者に、プログラムとプログラムを運ぶカバンが配布され、ちょっとし

た記念になります。今回も受付でプログラム入りの D バッグを受け取り

ました。その中に、お土産としてラスパルマス産のチーズ ”Maxorata”と

プラスチック製の可愛いヤギの親子が入っていました。なんだろうと思っ

て、真ん中の切れ目を開いてみると、なんと発表講演要旨のデータが

詰まった USB メモリでした。これには参加者みんな大喜び。さすがス

ペイン、デザインセンスが一味違いますね。  
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IGA の新しい会長

が、第 11 回国際

ヤギ会議理事会

において選出され

ました。2008 年の

第 10 回国際ヤギ

会議（メキシコ、ケ

レタロ）で会長とな

った INRA（フランス

国立農業研究所）

の Dr. Jean-Paul 

Dubeuf に代わって

今期の会長を務め

るのは、スペインカナ

リア諸島農業研究

所の Dr. Juan 

Capote です。理事

も新任されました。ま

た、IGA 日本代表

は、これまで長く代表を勤められた鹿児

島大学中西教授に代わり、塚原さん（現

アメリカヤギ研究所所属）が選出されまし

た。 

 

 

新 IGA会長選出 

Dr. Dubeuf 

Dr. Juan Capote 

 

 

 

 

IGA（国際ヤギ協会）では、皆様の入会を随時受け付けています。IGA のホームペー

ジ http://www.iga-goatworld.com/より入会申込書（Membership Application）

をダウンロードし、郵送、Fax またはメールでお申し込みください。 

年会費は、$50.00（オンラインジャーナルのみ）で、申込み受付日（支払い完了日）

から１年間有効です。学術誌 Small Ruminant Research の印刷版をご希望の場

合は、年会費$150.00 です。会費は、クレジットカード（ビザ、マスターカード、ディスカ

バー）、小切手、電子送金、Paypal での支払いを受け付けています。 

会員特典：オンラインジャーナル”Small Ruminant Research”とニュースレターへのオ

ンラインアクセス（すべて英語） 

詳細は、http://www.iga-goatworld.com/をご覧ください。 

 

また、IGA 日本支部では、皆さんからのご質問、ご意見を 

随時受け付けています。以下のアドレスへご連絡ください。 

メールアドレス：igajapancr@gmail.com 

 

IGA入会のご案内 

IGA 
Japan 

国際ヤギ協会

日本支部 

 
[igajapancr@gmail.com] 

  

 

 

１）IGA ニュースレター９月号が発行になりました！ 

【９月号のトピックス】 

 第１１回国際ヤギ会議 in カナリア諸島 

 ローマからのレポート･･･IGA-IFAD 運営委員会より 

 インドからのレポート･･･ラージャスターン州における IMGOATS プロジェクトについて 

 ブラジルからのレポート･･･IGA-IFAD プロジェクトについて 

 本の紹介・・・”A Guide to Starting a Commercial Goat Dairy” 

 フランス・・・コルシカ島のヤギ遺産 

 マレーシア･･･第１回アジア乳用ヤギ会議報告 – FAO 

 第１０回国際ヤギ会議 in ブラジルの講演要旨 Small Ruminant Research より出版 

 IGA 会員制度変更のお知らせ 

詳細は、http://www.iga-goatworld.com/docs/2012_09_iga_newsletter.pdf より閲覧下さい。 

２）第 11 回国際ヤギ会議の講演要旨は、以下のサイトで閲覧できます。 

http://www.iga-goatworld.com/attachment/373010 

 

http://www.iga-goatworld.com/
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